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Hans Killian編 
Lokalanasthesia und Lokalanasthetika 
Georg Thieme Verlag，Stuttgart，1973. Pp. 813. 
編者 Killianは今日の西ドイツにおける外科学界の大御所であり， 彼につい
ての説明は要しないが，彼の外科学，麻酔学，医哲学に関する著書のうち，麻酔
学に関する書は外科医の必読書とされていた。 
Killianの局所麻酔に関する本は， 1959年に出版されているが，本書はその後
の 12年間の局所麻酔に関する進歩を収め多数の図表を加えて 813頁の大冊とし
て完成されている。
内容は 5章からなり，第 l章では Killianが局所麻酔の歴史を述べ，第 2章は
局所麻酔の基礎的事項が記載されているが，それは広痛の生理学，局麻薬の薬理，
副作用のほか，臨床上の合併症とその処置および局所麻酔薬の薬理の研究方法に
及んでいる。
以下の章は局所麻酔の臨床実施法になっているが，第 3章は主として外科手術
の局所麻酔として，神経ブロック，腰麻，硬膜外麻酔，傍脊椎麻酔および三叉神
経，交感神経節，迷走神経ブロックについて記述されていて，第 4章は主として
外科以外の手術の局所麻酔法として眼科領域，歯腔科領域，頚耳鼻科領域などの
局所麻酔法，その関連領域の麻酔として頭部，体躯，脊椎，顔面，膜壁，内臓お
よび四肢などの局所麻酔法，局所麻酔による無痛分娩法を婦人科領域の局所麻酔
とともに述べられている。
この 2章には明解な局所解剖図とともにその実施ができるように図表を多く入
れて記載されている。
第 5章は外科領域のみならずむしろ内科領域の内視鏡など診断時の局所麻酔に
よる無痛法がのべられ，次いで局所麻酔による治療法が述べられているが，これ
には反射性二次的悲痛の治療のほか， ノボカインの血管内注射による気管支瑞
息，肺栓塞，頭痛の治療などについて述べられていて，最後は慢性雑治性疹痛に
対する学説につづき，現在疹痛外来で使用される局所麻酔剤による診断とエチ-
jレアルコール，フェノーJレなど神経腐蝕剤による治療をその歴史とともに記述さ
れて終っている。
本書を一覧すると，現在のドイツ，スイスの薬理学者，麻酔学者の総力を集め
たいかにもドイツらしい完壁を期した本である。編者の述べるように麻酔医の局
所麻酔の成書であり，実施手術医の指針の本であることはいうまでもないが，一
般臨床医のみならず，薬理，生理学者の一見に価するものである。
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